
信州健康ゼロエネ住宅の概要

令和６年７月23日

長野県 建設部 建築住宅課

［ ⻑野県は「SDGs未来都市」です ］



■ 信州健康ゼロエネ住宅
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■ 信州健康ゼロエネ住宅の普及促進に向けて（P16）



信州健康ゼロエネ住宅は、高い断熱性能を有し、信州の恵まれた自然環境と森林資源を活かし、エネルギー使⽤量を
実質ゼロにするなど、これからの時代を真剣に考えた、⼈と環境にやさしい魅⼒的な⽊造住宅です。

・計算された庇
・日射熱の蓄熱の工夫
・高低差等を利⽤した通風

日射や風のコントロール

再生可能エネルギーの活⽤
・太陽光の発電、給湯利⽤
・⽊質バイオマスの暖房、給湯利⽤
・エネルギーの自給自足

高効率機器等
・HEMSでエネルギーを

⾒える化
・LED照明
・高効率家電

森林資源の利⽤
・県産材の利⽤
・⽊質バイオマスの利⽤

災害に対する強靭性
・ハザードエリアの回避
・蓄電池の設置
・高い耐震性能

高い断熱性能
・高い断熱性能を有する外皮
・樹脂や⽊の断熱サッシ、

トリプルガラスの採⽤

高効率給湯設備
・ヒートポンプ式給湯器
・潜熱回収型給湯器 等

信 州 健 康 ゼ ロ エ ネ 住 宅 の イ メ ー ジ

外構・景観
・南側の落葉樹の植栽等
・生態環境の保全と再生
・街並みや景観との調和

循環
・⾬⽔利⽤
・資源の循環利⽤
・地域の経済循環

健康の増進
・健康寿命を延伸
・バリアフリー

その他
・更新の容易性
・メンテナンス記録の

保存 等

伝統技能の活⽤
・左官壁、瓦、建具、畳

優れた断熱性能
四季を通して快適で健康的な住まい

恵まれた森林資源の活⽤
⽊の温もりの住まい

⽊質バイオマス設備の活⽤

恵まれた自然との共生
五感で感じる

住み⼼地の良い住まい

恵まれた日照の活⽤
エネルギー自給で

家計にやさしい住まい

■ 信州健康ゼロエネ住宅の概要
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■ 信州健康ゼロエネ住宅の基準

(1) 外⽪性能（外⽪平均熱貫流率（UA））の強化
(2) ⼀次エネルギー消費量の削減
(3) 県産⽊材の利⽤
(4) 太陽光発電設備⼜は⽊質バイオマスを利⽤した暖房設備の設置
(5) 住宅の強靭化（レジリエンス性の確保）
(6) 景観・周辺環境との調和
(7) 太陽熱利⽤設備の設置
(8) 伝統技能の活⽤
(9) 気密性能（cm2/m2）の確保
(10) HEMSの導入
(11) 暖房負荷（kWh/m2）の低減

《基準》指針P43
基本項目

（必ず備えるべき基準）

配慮項目
（確保が望ましい内容）

① ゼロエネルギー達成に向けて最低限確保すべき
② 環境負荷の低減と快適性を高次元で達成する
③ 環境負荷を極限まで抑えるチャレンジ基準として

「最低基準」
「推奨基準」
「先導基準」

基本項目は項目ごとに求める性能に応じて３つの基準を設定
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(1) 外⽪性能（外⽪平均熱貫流率（UA））の強化【基本項目】
《基準》指針P44

建築物省エネ法に基づく地域区分ごと、下表に掲げる数値以下とすること
基準 ２地域 ３地域 ４地域 ５地域 備考

最低基準 0.40 0.50 ZEH基準以上

推奨基準 0.28 0.34 HEAT20 G2

先導基準 0.20 0.23 HEAT20 G3

(2) ⼀次エネルギー消費量の削減【基本項目】

基準 削減量（対省エネ基準）
最低基準 ２０％以上

推奨基準 ２５％以上

先導基準 ３０％以上

省エネ基準からそれぞれ下表のとおり削減すること

■ 信州健康ゼロエネ住宅の基準
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(3) 県産⽊材の利⽤【基本項目】
《基準》指針P46

県産⽊材の使⽤量が、下表に掲げる数量以上であること
基準 ⽊材使⽤量

最低基準 ３m3 又は 仕上材３０m2

推奨基準 0.12m3/m2（総使⽤量の６０％程度）

先導基準 0.16m3/m2（総使⽤量の８０％程度）

(4) 太陽光発電設備⼜は⽊質バイオマスを利⽤した暖房設備の設置

基準 内容
最低基準 太陽光発電設備等を導入（太陽光発電設備にあっては３kW以上）

推奨基準 家電等を除き、ｾﾞﾛｴﾈﾙｷﾞｰ達成量の太陽光発電設備等を導入

先導基準 家電等を含め、ｾﾞﾛｴﾈﾙｷﾞｰ達成量の太陽光発電設備等を導入

下表のとおり導入すること 【基本項目】

■ 信州健康ゼロエネ住宅の基準
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(5) 住宅の強靭化（レジリエンス性の確保）【基本項目】
《基準》指針P47

ア 耐震性能（在来軸組工法における取扱い）
基準 壁量等

最低基準 建築基準法施⾏令第46条に定める壁量の1.25倍

推奨基準
建築基準法施⾏令第46条に定める壁量の1.5倍

先導基準

基準 内容
最低基準 災害危険区域 及び 土砂災害特別警戒区域 を回避

推奨基準 蓄電池の設置（太陽光発電設備と連結したもの）
災害危険区域 及び 土砂災害特別警戒区域 を回避先導基準

イ 災害リスクの低減

■ 信州健康ゼロエネ住宅の基準
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(6) 景観・周辺環境との調和【配慮項目】
《基準》指針P47

外観における⾒かけ上の最⾼軒⾼を７m以下に抑えること

建築基準法と異なり、⼩屋組の有無に関わらず、⾒かけ上の最高軒高により
判断する

■ 信州健康ゼロエネ住宅の基準
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(7) 太陽熱利⽤設備の設置【配慮項目】
《基準》指針P48

太陽熱利⽤温⽔器、太陽熱利⽤暖房設備を設置すること

(8) 伝統技能の活⽤【配慮項目】
瓦、左官壁、畳や建具などを積極的に導入すること

(9) 気密性能（cm2/m2）の確保【配慮項目】
1.0cm2/m2以下とし、通気層を設ける等の結露の防⽌対策をすること

(10) HEMSの導入【配慮項目】
新築時に導入すること
➢HEMS Home Energy Management Systemの略

電⼒使⽤量の⾒える化により節電につなげたり、再生可能ｴﾈﾙｷﾞｰや
蓄電池などの機器の制御を⾏い効率的なｴﾈﾙｷﾞｰの管理・制御を⾏う
ためのｼｽﾃﾑ（指針P25）

(11) 暖房負荷（kWh/m2）の低減【配慮項目】
冬期の日射取得を考慮した暖房に係る負荷等計算を検討すること

■ 信州健康ゼロエネ住宅の基準
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■ 信州健康ゼロエネ住宅のメリット その１

光熱費が安い︕エネルギーをあまり使わず
メリットその１

■光熱費の節減（最低基準でも、年間暖冷房費が約13万円もお得︕） 断熱レベル 年間暖冷房費※

概ね築30年以上
（昭和55基準） 26.9万円

概ね築20年以上
（平成4基準） 24.8万円

県最低基準 13.5万円

断熱性能の向上、適切な気密施工等により、暖冷房にエネルギーをあまり使わないので
光熱費が安くなります。

また、高断熱化等により建築費⽤（初期費⽤）は高くなりますが、⻑く住み続けることを
考えると、光熱費の削減分で回収でき、トータルでも安くなります。

※試算条件等は次項目と同様とし、光熱費のうち「年間暖冷房費」のみ抽出

⻑野県ＰＲキャラクター「アルクマ」
©⻑野県アルクマ

■初期費⽤の回収（最低基準+太陽光３kWの場合、約13年︕）

国省エネ基準 県最低基準 最低＋太陽光3kW

住宅ローン
(建設費⽤(初期費⽤))

73,000円/月
（2,310万円）

75,000円/月
（2,372万円）

78,000円/月
（2,455万円）

光熱費 35,800円/月 28,300円/月 21,200円/月

支出計 108,800円/月 103,300円/月 99,200円/月

断熱性能の向上等をした場合、建設費⽤（初期費⽤）は高くなりますが、全額借入⾦とした場合の住宅ローン（初期費⽤）に光熱費（ランニングコス
ト）を合わせて毎月の支払にならすと、試算※では、信州健康ゼロエネ住宅（最低基準 又は 最低基準＋太陽光３kW）は、省エネ基準の住宅より
も月々の支払も安くなり「お得」になります。

年間
約13万円
もお得!!
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信州健康ゼロエネ住宅の概要

■ 信州健康ゼロエネ住宅のメリット その２

断熱性能向上等により 健康で快適︕
メリットその２

県基準 最低室温※

最低 概ね10℃を下回らない

推奨 概ね13℃を下回らない

先導 概ね15℃を下回らない

■血圧と室温

※暖房設定温度を20℃とし、23時に暖房を停⽌した場合の
厳冬期における翌朝の室温

室内温度と居住者の健康には密接な関連性があることが、WHO（世界保健機関）の報告書や国の調査等で、明らかにされつつあります。
例えば国の調査によれば、断熱リフォームによる室温の上昇で、リフォーム前に比べ居住者の起床時の最高血圧が有意※に低下するとの
結果が示されています。

■アレルギーの抑制

出典）国土交通省資料（「断熱改修等による居住者の健康への影響調査
中間報告（第３回））

※有意︓「確率的に偶然とは考えにくく、意味があると考えられる」ことを指す統計⽤語

断熱性能の高い家への転居後に、アレルギー性鼻炎などの各種症状の有病率が低下
したアンケート調査結果が示されています。断熱性能の高い家では、結露によるカビやダニが 発生しにくいことも要因の１つと言われています。

出典）健康維持がもたらす間接的便益を考慮した住宅断熱の投資評価
日本建築学会環境系論⽂集第76巻 第666号 p735-740 伊香賀ら

メリットその２
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124

125

126

127

128

129

改修前

（平均値）

改修後

（試算値）

起
床

時
最
高

血
圧

（
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） 3.5mmHg

21.0%

28.9%

9.3%

13.8%

3.6%

8.6%

2.1%

7.0%

4.5%

6.7%

1.3%

3.9%

1.2%

3.2%

0.8%

2.6%

0.4%

2.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

有病率（％）

アレルギー性鼻炎 アレルギー性結膜炎
アレルギー性皮膚炎 気管支喘息
高血圧性疾患 関節炎
肺炎 糖尿病
心疾患

転居後（断熱性能の高い家）

転居前（断熱性能の低い家）
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■ 信州健康ゼロエネ住宅のメリット その３・その４

メリットその４
自然やつながりを感じて豊かな暮らしを実現︕

耐震性能向上等 災害にもしなやか︕
メリットその３

壁量
1.25倍

壁量
1.5倍

壁量
１倍■耐震性能の強化

国の耐震基準
(建築基準法)

県最低基準
信州健康ゼロエネ住宅

信州健康ゼロエネ住宅は、国の基準（建築基準法）よりも高い耐震性能
の基準を設定することで、災害に強く、丈夫で⻑く住み続けられる住宅を目
指しています。

県推奨・先導基準

■災害時等への備え
太陽光発電設備と連結した据置型や電気自動⾞などの蓄電池の設置により、

災害や停電時における、普段どおりの生活につながります。

⼤きな地震の時の安⼼・安全度が上昇
信州健康ゼロエネ住宅は

県産⽊材の温もり

伝統技能の活⽤

火のある暮らしやわらかな自然光地域とのつながり 風景との調和

信州健康ゼロエネ住宅は、信州の自然に抱かれ、⽊の温もりを感じながら、地域との
つながりを育み、豊かな暮らしを実現します。

EV

V2H
機器

停電時等も
自動⾞から給電
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■ 令和6年度 信州健康ゼロエネ住宅助成⾦の概要【新築タイプ】
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■ 令和6年度 信州健康ゼロエネ住宅助成⾦の概要【リフォームタイプ】
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■ 信州健康ゼロエネ住宅助成金の申請状況・実績

令和６年度 （令和6年６月28日時点）

【新 築】
・想定件数 255件 （現年分170件、債務分85件）
・実績件数 現年分：111件/170件 （70％）

< 最低基準：32件、推奨基準：63件、先導基準：16件 ＞
・平均額 約130万円/件

【リフォーム】
・想定件数 127件 （現年分110件、債務分17件）
・実績件数 現年分：27件/110件 （22％）

< ZEH化リフォーム：３件、健康省エネリフォーム：24件 ＞

令和５年度 （令和6年5月20日時点）

【新 築】
・想定件数 255件 （現年分170件、債務分85件）
・実績件数 現年分：174件/170件 （103％） 、債務分：79件/85件 （93％）

< 最低基準：95件、推奨基準：137件、先導基準：21件 ＞
・平均額 約120万円/件

【リフォーム】
・想定件数 127件 （現年分110件、債務分17件）
・実績件数 現年分：81件/110件 （74％） 、債務分：11件/17件 （65％）

< ZEH化リフォーム：10件、健康省エネリフォーム：82件 ＞
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■ 住宅分野におけるゼロカーボン実現に向けたロードマップ

現在
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■ 信州健康ゼロエネ住宅の普及促進に向けて

■ 信州健康ゼロエネ住宅ウェブサイトの概要

・公開日 ： 令和5年10月２日（月）
・主な機能 ： 信州健康ゼロエネ住宅の概要 ≪指針・手引書/メリット・効果/助成金≫

見学会・イベント情報・お知らせ ≪現場見学会・イベント等の情報掲載≫
事例紹介 ≪施主・事業者/動画・静止画≫
設計者･施工会社検索 ≪新築/リフォーム/地域別≫
支援制度 ≪信州健康ゼロエネ助成金/国/県/市町村≫
Q＆A ≪よくあるQ＆A 等≫

協議会 ≪会員構成/活動内容≫

https://www.shinshu0ene.jp
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